
令和８年３月２日（月）
GIGA StuDX推進チーム プチ学習会

【授業編】先生に聞いてみた！
クラウド活用の工夫（後編）

＃学習の見通し ＃振り返り ＃個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実
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1人１台端末とクラウドを活用する良さ

友達の考えを参照することで学習を
進める手がかりを得ることができます。

リアルタイムで友達の進捗状況を確認でき、
協働する相手を見つけやすくなります。

データが蓄積されるので、学習の成果
物や振り返りを次の授業に活かすこと
ができます。

学習の見通しを事前に共有できるので、
安心して学習に取り組むことができます。

子供も

子供は

子供は

教師も

子供は



教師

教師

児童

板書を毎時間子供とクラウドで共有

新潟市立
大野小

既習事項を振り返り、本時の学習に
活かそうとするようになりました。



実験手順の説明動画をクラウドで共有

堺高校

子供が主体的に学習を進め
られるように、子供がつまずき
がちな「実験の手順」を説明
する動画を作成しました



新潟市立
大野小

結果を一目で確認できます。

実験結果の違いを色で可視化しクラウド共有

原稿・青いバーNEW

「どうしてそういうふうに考えたの？」と深く考
える時間を確保できるようになりました。



クラウド共有で友達の考えを参照

新潟市立
大野小

友達の学びを自分の学びにどう活かすかとい
うことも繰り返し指導することで、子供は自分
で学ぶ力を身につけています。



クラウドで子供の考えを即時に把握・支援

新潟市立
大野小

学習に入り込めていない子供やどう進めたらよいか
困っている子供に早い段階で声をかけられるように
なりました。



振り返りシートの工夫
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新潟市立
大野小

子供自身が「何を考え、どう学んだのか」を言葉
にしやすいよう項目を設定しています。



クラウド共有で友達の振り返りを参照
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新潟市立
大野小

何を書けばよいか言葉が出てきにくい子供も
書き方がわかるようになってきました。



習得を目指す技能をクラウド共有し、進捗把握
小浜市立
小浜中

互いに学ぶ場面が生まれ、子供の技能レベ
ルが向上しました。



習得を目指す技能をクラウド共有し、進捗把握
小浜市立
小浜中

子供が本来持っている学ぶ力を引き出せるの
が、クラウドの環境の一つの良さだと思います。



単元全体の見通しと振り返りを集約
小浜市立
小浜中

単元全体のゴールをイメージできるので、
安心感をもって計画的に学びを進められます。

原稿NEW



集約したシートを作成するにあたって
小浜市立
小浜中

その結果、本時の学びをより良くしようとする姿が
見られるようになりました。

どうしてこの形に
たどり着いたの
ですか？

そこで、見通しから振り返りまでを一覧にして、
いつでも見返せるようにしました。

スライドNEW

１時間の学習は、その時間だけで完結するのでは
なく、次の学びに活かすことが重要だと思います。



クラウド活用によって変化したことは…

小浜市立
小浜中

単元の初めに子供と見通しを共有するので、
これまで以上に、しっかり教材研究をしています。流
れができると、見通しをもって授業を進められます。

自分で計画し、学びを進められるようになったこ
とで学習意欲が高まってきたと感じます。

単元計画を考えること自体は、端末導入前と変わ
りません。

嘉手納町立
嘉手納小

教師は

子供は

原稿NEW



クラウドを活用した授業改善を進める過程では
嘉手納町立
嘉手納小 まずは先進校への視察で学んだ実践をどんどん

真似て取り入れることから始めました。

校務でチャットを活用したり、教職員のコミュニケー
ションツールで情報を提示したりするなど、クラウドに
慣れてもらいました。

具体的には・・・

子供たちが操作に慣れない時期は、授業での活用
の意味が見出せなかったり、活用に差が見られたり
することもありました。

一方で・・・

原稿NEW



校内の実践や取組状況をクラウドで共有
嘉手納町立
嘉手納小

先生方の思いや考えを尊重し、揃えるところ
は揃え、活用方法は各自に委ねています。



６年生の姿を学校のめざすゴールとして共有
嘉手納町立
嘉手納小

実際に６年生の姿を見ることで、具体的な
イメージをもつことができました。



小浜市立
小浜中

「授業づくり」に関する話し合いを実施

「授業づくり」という共通テーマで話し合うことによって、
学校全体の視点が揃い、デジタル学習基盤を効果
的に活用した授業づくりのレベルアップにつながってい
ます。



クラウドを活用していく中で

小浜市立
小浜中

子供の変化や成長を楽しみながら取り組んでいます。
「全員ができる」ことを求めるのではなく、「できた」
「変わった」を喜び、少しずつ実践を広げています。

任せきりにすると、子供は「どう学べばいいか」迷って
しまいます。一斉に指導し確認する場面と子供自身
が学びを進める場面を、使い分けることが大切だと
感じます。

大切にしていることはありますか？

嘉手納町立
嘉手納小

原稿NEW



全国の先生方へ

19

今でも悩みながら、子供たちに応じて工夫してい
ます。できるところを一つだけクラウドに置き換える
などから始めてみませんか。

一歩目が踏み出しづらいと思うかもしれませんが、挑戦
していくことで進めやすさを感じられることも出てきます！

小浜市立
小浜中

新潟市立
大野小

経験や実績を積み重ねた先生にこそ、クラウドとの
融合がより豊かな授業づくりにつながると感じます！

子供たちの成長が見られて、効果を感じられるはず
です！先生もこういうスキルが上がったと実感すると
思います！

嘉手納町立
嘉手納小

堺高校
今の取組を、
次の段階へ進め
てみましょう！



インタビューにご協力いただいた学校
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新潟県・新潟市立大野小学校

沖縄県・嘉手納町立嘉手納小学校

福井県・小浜市立小浜中学校

大阪府・堺市立堺高等学校

ご協力いただきました学校の先生方、
ありがとうございました。
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